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Abstract

　The　Institute　ofEgyptology，WasedaUniversity，has　excavatedamo㎜d1ocated　approximately100m　to　thewest　of

the　tombs　of勿∂y　and肋8加dw　dating　back　to　the　period丘om　the　Iate18th　to　the　early19th　Dynasties．Subsequent1y

a　tomb　was此und，be1onging　to乃，w　ち一1θαorρ㎡θ8f　of〃幼．The　superstmctuエe　no　longer　existed，but　its　original

p1anwasrecovered－Thetombof乃seemstohaveoncehadpapyrus－shapedco1u㎜sand助d－pi1larsintheco耐．

The　constmction　method　used危r　the　superstruct㎜＝e，and　the　re1ief　mot脆and　assemblage　of　inds　suggest　that　the

tomb　is　dated　to　the1ater　pa竹of　the　Ramesside　period，so　that　the20th　Dynas以The　tomb　of乃covers　severa1

predated　shais，which　remain㎜touched　this　season，but　wi11c1ari取the　cl■ronologica1丘amework　of　this　area．

（肋8θd∂Jourη∂1of11α1η∂η8c1θηcθ8，18（1）　：109－118．　2005）

Key　words：DahshuらTa，Lector　priest，Ramesside　period，The20th　Dynasty

1．はじめに

　早稲田大学エジプト学研究所は、ダハシュール北

地区において、1997年以来8次にわたる発掘調査を

行ってきた。調査隊は、この地で新王国時代の墓地

を発見した。ダハシュールはもとより、古王国時代

や中王国時代のピラッミッド・ゾーンとして著名な

地であったが、ダハシュールは新王国時代の墓域研

究に極めて重要な地域であることが認識されたので

ある。第1次調査から第6次調査までの中心的な調

　　＊早稲田大学人間科学学術院（肋cu妙ofHum朋8cゴeηoε易陥8θd∂ωルθκ卯）

　榊早稲田大学文学学術院（5oカoo！o〃θffe凪ルな∂ηd3CfeηCe易肋8θd∂ωルer8卯）

‡榊早稲田大学エジプト学研究所（肋8〃岨θo閉g〃fo／o飢肋8θd∂びηルθr∫砂）
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査対象は、「王の書記」という称号をもつイパイなる

人物の神殿型平地墓であった1。イパイの埋葬はみつ

からなかったものの、墓の地下から取り上げられた

埋葬に関する遺物から、この墓は第18王朝末に建造

されたもので、それが第19王朝初期まで利用された

ことが推測されたのである2。遺物から読み取られた

ツタンカーメン王とラメセス2世の名は、この年代

的枠組みを象徴していた。

　さらに、第7次調査と第8次調査では、イパイの

墓の南に位置するパシェドゥの墓が調査された。こ

の墓の所有者の名は、墓の後部に取り付けられた小

ピラミッドに刻まれた碑文から確認された。同人物

の称号は不明であるが、イパイの墓の周辺からは、

「執事」「門の監督官」「下エジプト王の印綬持ち」

「王の右の扇持ち」などの称号を持つパシェドゥとい

う人物の碑文がみっかっているので、こういった役

職と関連付けて考えることができるかもしれない。

パシェドゥの墓は、その建造方法や埋葬施設の作ら

れ方から、19王朝初期のラメセス2世の時代頃のも

のと推測された3。

　いずれにせよ、2003年までの調査で明らかになっ

たことは、発掘調査を開始した墓地の南端には、明

瞭な上部構造を持つ墳墓が2基分布していて、これ

らの周辺に、上部構造は有していたか判然としない

より小型の墳墓が取り巻いていた構造が明らかとな

り、第18王朝末から第I9王朝初期の時代までが、最

も積極的な墓地造営の時期と考えられたのである。

大型墳墓の形態が神殿型平地墓ということから、ピ

ラミッド・ゾーンでみつかっている新王国時代墓地

の中では、特にサッカラのウナス参道南側の墓地と

の関連が最も有力である。両地域は、5㎞の距離を

測るので、新王国時代の行政拠点メンフィスにおい

て、なぜこのように離れた両地域で墓地造営が進め

られたのかという点を、研究課題に据えながらも、

当面は墓地の構造と年代的な枠組みの細部を検証し

ていくことが、第9次調査以後のテーマとなった。

2．調査の方法と経緯

　上記のような経緯を経て、発見された墓地の南端

部分の所見が得られたため、第9次調査では、イパ

イの墓の100mほど西側を新たな調査地点とするこ

ととなった。そこで、この地区の7，OOO㎡にわたる新

調査地区に鉄条網を張り、従来どおりの10㎡のグ

リッドを設営した（図1）。地区の標高は、イパイの

墓の周辺よりやや低い地形となっていた。新調査地

区には、肉眼で表面観察をした段階で、既に上部構

造を持った大型墳墓があったであろう有力な地点が

観察されていた。そのポイントは、2E－30と3E－21で

あり、ここは1996年に行われた予備調査の段階で観

察されており、ヒエログリフの碑文をもつレリーフ、
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図I　発掘調査区域
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花嵩岩や硅岩の破片、彩文土器などが分布している

ことから、試掘が行われた地点ぞあった。試掘の結

果、石灰岩の切石を用いた遺構が分布している可能

性が考えられた。

　そこで今回改めて発掘を行ってみると、表層の砂

層を剥いだ時点で、遺構の輸郭が見え始めた。墳墓

の上部構造の床面や壁基礎は大きく破壊されており、

ごく僅かしか痕跡が残存していなかったが、床面の

基礎を形作っていた地業面の広がりなども考慮する

と、墳墓の平面プランのあり方が想定されるように

なった。この墓地の中庭にはシャフトが設けられて

おり、シャフト内に堆積した風成の砂層を除去して

いくと、床面から9mほど下がった点から、地下の

埋葬室がみっかった。したがって、次項の「出土遺

構」においては、墓の上部構造と地下の埋葬室の2

つのあり方を述べることとする。また、地上の遺構

を検出している際と、地下の埋葬室をクリーニング

している段階で、多数の遺物がみつかり、中からは、

墓の所有者の名と称号が判明した。これらの遺物の

概要は、「出土遺物」の項で述べることとする。

　今回みつかったこの上部構造をもつシャフトは、

これまでのシャフト番号を継続して、シャフト40と

呼ぶこととした。シャフト40の床面地業をクリーニ

ングしている段階で、地業層のタフラチップ（岩盤

を掘削いた際の堀屑）の下にシャフトがあることが

判明したためにシャフト41と呼称したが、第9次調

査では日程の関係から、シャフト40の調査のみに集

中して行うこととした。

3．出土遺構

　シャフト40は、上部構造は残存していなかったが、

墓の南壁（東南隅部分を含む）の基礎部分が残存し

ており（写真1）、壁厚は、0．58～O．6mであった。

これによって、墓の軸線は磁北の東西よりも3～4

度南に振れたものと推測された。墓の北壁は全く

残っていなかったが、シャフト40を床面地業として

利用されていたタフラチップの分布範囲から、おお

よその位置が推測され、中庭の幅は、内法で4．6～4．7

mほどと考えられた。墓の東端も残存していなかっ

たが、同様にタフラチップの分布範囲で推測され、

長軸の長さは12mほどと推測された。したがって、

シャフト40の上部構造の長軸と短軸の比率は約1：

2であり、その規模はパシェドゥの墓の半分程度と

考えられた。この大きさの壁に囲まれる空商は、東

側に第1の中庭をもち、シャフトがある第2の中庭の

後ろに、おそらく3室構造に分かれた礼拝室があっ

たものと思われた。壁には日乾煉瓦が使用されてお

らず、表装の石板の間にモルタルや石灰岩チップを

充填する建築工法であり、これはラメセス朝時代の

特徴と考えられた4。

写真1 タ墓南壁体
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図2　Shaft40（タ墓）遺構復原図

　「出土遺物」の項で述べるように、シャフトからい

くつかの柱片がとりあげられ、これらの中から、円

柱と角柱の存在が明らかになった。円柱はパピルス

柱であり、墓の所有者が冥界の神を礼拝するレリー

フが描かれたもので、礼拝室に立っていたものと推

測された。また角柱は、中庭の後方で、礼拝室の前

面に立ち並んでいたと考えられた（図2）。

　シャフト（L6m×1m）の深度は9mを測り、入

り口周辺の内側には石材が貼られていた。シャフト

が掘られた岩盤には、足掛けが残っており、シャフ

トは2層に分かれた構造になっていた（図3）。第1

層は地表面から6mほどの位置にあり、シャフトの

西側に、A室（3．3m×3．3m、高さ1．4m）とB室

（2．Im×2．9m、高さ1．4m）が作られていた。A室

には、上部構造に所属していたと思われる石材片、

木棺片、ミイラの包帯などが散布していた。B室に

は砂が厚く堆積していたが、これは隣接するシャフ

ト41とB室が接した際にできた穴から、シャフト41

に堆積した砂がなだれこんできたものであり、今期

は砂止めをして、来期にクリーニングすることとし

た。

　岩盤は第1層より下からより安定したものになり、

地表面から約9m下から第2層の部屋が現れた。こ

れらは、シャフトの西側に、C室（3．lm×3．5m、

高さ1．5m）とD室（3．2m×1．6m、高さ1．6m）が

作られていたが、両室の位置関係は第1層のように

西側の奥につながるのではなく、D室はC室の南側

に作られていた。C室の西側の壁が、矩形ではなく、

シャフト41の地下室の軸線に合わせたようなライン

によって作られていることからも推測されるように、

第2層の部屋を掘る際には、シャフト41との接触を

避けるように作られたものと考えられた。またD室

は、その入り口の作られ方から、建設当初は左右対

称なプランを目指したものと思われる。C室とD室

には、レリーフ片や葦にくるまれた人骨などの遺物

が散布しており（写真2）、観察を進めたところ、床

面直下にはこの墓の所有者の名（のちにタと判明）

を持つ遺物群があり、その直上に2次的な埋葬がみ

られたが、この埋葬は1次埋葬とそれほど時期差が

無いものと思われた。1次埋葬の痕跡は既に荒らさ

れて残ってはいなかったが、取り上げられた遺物か

らは、墓の所有者タの名をもつものがいくっか確認

された。
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写真2　タ墓C室遺物散乱状況

4．出土遺物

　出土遺物の概要は、以下の通りである。

I）柱（写真3）

　シャフト40から柱片がいくっか取り上げられた。

そのうちの代表的遺物は、石灰岩製の円柱（高さ

145cm、下部直径35cm、上部直径27cm）であξ。上部

は失われているが、もともとは閉花式のパピルス柱

写真3

頭があったものと思われる。現存している柱下部に

は、パピルスの葉模様が刻まれている。柱の上部は

パネルがあり、被葬者がアヌビス神を礼拝している

モチーフがレリーフで表されている。被葬者の上に

記された碑文「眺かwゐ左Ψ一抄fηPψη㎜3㌧

カ〃（オシリス、ウアブ、朗唱神官タ、声正しき

者）」から、この墓の所有者の名と称号が明らかと

なった。柱の高さは250c叩ほどになると思われ、サッ

タの円柱

”
ビ

0　　　　　20cm
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カラでみられる類例から考えると、柱はもともと礼

拝室にあったものと推測された5。

　柱片にはさらに、少なくとも4つのジェド柱と呼

ばれる角柱（長辺33cm、短辺24cm）があったことも

明らかになった。柱には幟を掲げる被葬者タのモ

チーフと称号が表されていたようである。このジヱ

ド柱は、類例から考えると、元来は中庭の後部で、

礼拝室の前面に、北側に2本、南側に2本あったも

のと推測された6．

2）レリーフ（写真4）

　レリーフは、シャフト部とC室から取り上げられ

た8つの大型破片が接合されて、フリーズを含む建

造物の装飾面が復元された。復元された場面は、3．5

mほどの幅であるが、さらに広がっていたとみられ

る。フリーズの中央には、太陽神を礼拝するヒヒが

向き合って描かれており、ヒヒの後ろ側には、フリー

ズ装飾と被葬者タの名・称号が、交互に表されてい

たようである。フリーズ下部のボーダー線より下側

には、太陽の聖船と神々の像が描かれている。壁面

上部には、天’（ρf）から現れた1対の男神が、聖船

の運航を助けている。聖船の中央にはシンボルとし

ての太陽があり、上部には有翼スカラベの形をした

ケペル神が描かれている。聖船の上には、さらに神々

が立ち並ぶ。角の上に聖蛇（ウラエウス）を戴く羊

頭のラー神を中央にして、聖船の前に、イシス神、

トト神、マアト神、後ろにネフティス神と隼の頭を

もっ神（ホルス神？）が描かれている。船の舶近く

には、聖台の上に指を衡えて座る子供のモチーフが

みられる。一方、聖船の最後部は、かぎ状に折れ曲

がった舳をもっている。そして、船の外側には、前

面と後面の双方に、聖船上の神々より大型のサイズ

で、女神が描かれている。

　このような聖船風景は、ルクソールの王家の谷に

建造された王墓の壁画に類例をみることはできるが、

レリーフとして表現されたものはほとんどみられな

い希少な例である。ここに描かれた聖船の舳は、「夜

の船」と呼ばれる特徴を有している。一般的に、「ア

ムドゥアトの書」や「門の書」で天の聖船はパピル

ス船として描かれるが、第20王朝になってはじめて、

「天の書」において、《昼の船》と《夜の船》が区別

して描かれるようになる。本遺跡出土のレリーフは、

この《夜の船》の特徴が描かれていることから、タ

の墓は第20王朝に位置づけられる可能性が得られ

た7．

3）カノポス壷（写真5）

　C室から出土したアラバスター製のカノプス壷。

これらは、4つの胴部（a～d）と2つの蓋（e，f）

からなるもので、胴部の1つは完形であった。これ

らの壷は、赤色顔料や黒色顔料によって植物模様が

描かれており、碑文が記されている。2つの蓋は、

ホルスの4人の息子のうち、ケベフセヌウエフ（e）

とハピ（f）であり、髪の模様や襟飾りが、黒、赤、

禰／膿○

’’’一　　　、ノ

、〃　　㌃、，ゴ・

0　　　　　　40㎝

写真4 「夜の船」を描いたタのレリーフ
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写真5　カノポス壷及び蓋

写真6　タのシャブティ群 写真7　装飾ガラス板

写真8　ハート・スカラベ 写真9スカラベ 写真10　ホルスの護符 写真11護符（刻線付）
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緑の顔料で描かれている。

4）シャブティ（写真6）

　C室から出土したファイアンス製シャブティ。総

計22の完形品が出土した。これらは、正面にタの名

と称号が記されている。大きさは、いずれも長さが

14．5cm、幅が5cm程度で標準的であるが、描かれて

いる衣装はいくつか異なったものが見受けられた。

C室からは、ファイアンス製のシャブティ以外にも、

表面にビチュメンが掛けられて、黄色の顔料でライ

ンが引かれたものなどがみつかったが、碑文は明ら

かではなかった。

5）装飾ガラス板（写真7）

　C室から出土した緑色の装飾用ガラス板。ガラス

板の表面には、オ．シリス神、羽を広げたイシス神、

ホルス神、ロータスなどが表されており、貴石が象

嵌されていた。表面にはミイラ布の痕跡が残ること

から、ガラス板はミイラの上に置かれていたものと

推測される。

6）ハート・スカラベ（写真8）

　C室から出土したハート・スカラベ。材質は、片

岩製と思われる。ここに表された被葬者の像では、

折り曲げられた腕が水平に組まれ、髪のラインは

真っ直ぐに描かれている8。正面のキルト部分には、

被葬者のタが座したオシリス神を崇拝している場面

が刻線で描かれ、白色の顔料が埋め込まれて記され

ていた。また背面には、同様の手法で、タの名が刻

まれていた。

7）スカラベ（写真9）

　C室から出土した青色ファイアンス製のスカラベ

（長さ2．3cm、幅1．4cm）。このスカラベは完形である

が、碑文は記されていなかった。

8）その他

　タの墓の地下室から、青色ファイアンス製のウ

ジャト、タの名が記されたガラス製のキルト形状を

した護符、青色ファイアンス製のホルス（写真I0）、

タの名と称号が白色顔料で記された棒状の護符（写

真Il）などが出土した。C室からはまた、木製のア

ヌビス神の像の破片もいくつかみつかった。最も大

型のもの（長さ33cm、幅6．3cm、高さ9．2cm）は彫像

の一部であったと思われるが、他のものはシャブ

ティ箱の蓋に取り付けられたものであったと推測さ

れた。これらには表面に黒色のビチュメンが施され

ており、その上に黄色の顔料で装飾が施された。そ

の他には、木製棺の足の部分がみっかった。

おわりに

　今期の調査では、新たに墓地の南西地区の調査を

行ったところ、この一角から、上部構造をもつ墓が

みつかり、所有者は、プタハ神のウアブ神官朗唱神

官であるタという人物であると推測された。上部構

造は殆ど残存していなかったが、床面の地業層の広

がりなどを勘案したところ、おおよそのプランが推

測され、中庭の後部から礼拝室にかけては、ジェド

柱という角柱やパピルス柱の円柱などを持つもので

あったと考えられた。地下室は2層の構造からなり、

タの埋葬に関わる資料が多数取り上げられた。上部

構造の基礎部に残る壁体の構築技法や、墓の地下室

から取り上げられた遺物の全体像から、タの墓はラ

メセス朝のものであることが推測されたが、さらに

年代を決定付ける遺物が出土した。これは、聖船の航

行を描いたレリーフであり、ここで表現された聖船

が《夜の船》を表したものと想定されることから、

年代は聖船の描き方に《昼の船》との違いがみられ

る第20王朝に位置づけられる可能性が有力となった。

　第1次調査から第8次調査まで、墓地の南端地区

を調査した折には、調査地区の編年は、第18王朝末

のツタンカーメン王時代あたりから、第19王朝初期

のラメセス2世あたりまでを中心とした枠組みが作

られていたが、今回調査地区を南西地区に広げたこ

とによって初めて編年の枠に第20王朝を視野に入れ

るべき有力な証左が得られたこととなる。来期以降

は、タの墓に隣接して設けられたシャフト4Iなど、

周辺墳墓の調査を進めて、墓地の構成をより明確に

していきたい。

　本発掘調査に際しては、現地における許可関係の

取得にあたり、以下のエジプト考古最高会議の方々

のお世話になった。ザーヒー・ハッワース博士（考

古庁長官）、アーテフ・アブ・アル＝ダハブ氏（ギ

ザ・サッカラ査察局長）、カマール・ワヒード氏（サッ

カラ査察局長）、アーデル・アカーシャ氏（査察官）。

　なお、発掘調査と帰国後のデータ整理において、

菊地敬夫（早稲田大学理工学総合研究センター・客

員講師）、和田浩一郎（早稲田大学エジプト学研究所）、

小岩正樹（早稲田大学理工学研究科博士課程）、鈴口

晶子（早稲田大学大学院文学研究科修士課程）、南澤
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武蔵（早稲田大学文学部学生）の諸氏にご協力を得

た。末尾ながら、記して謝意を表したい。
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